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下
河
辺
長
流
碑
の
修
復
再
建

の
墓
碑
が
、
山
田
安
民
、
森
繁
夫
、
羽
倉
敬
尚

本
月
本
日
（
大
正
十
四
年
）
六
月
三
日
、

は
大
阪
に
闘
係
深
い

下

河

邊

長

流

碑

の

修

復

再

建

去
る
昭
和
四
十
八
年
十
月
、
表
坦
の
下
河
過
長
流
と
炭
徳
堂
と
の
學
綜
闘
係
に
つ
き
、
周
遊
闊
係
事
を
併
せ
詳
述
し
二
十
頁
の
拙
文
を

常
誌
に
寄
せ
、
文
中
こ
れ
よ
り
先
、
大
正
十
四
年
、
長
流
同
郷
奈
良
縣
宇
田
郡
伊
那
佐
生
れ
で
歌
人
宵
業
家
、

槃
創
始
者
、
入
江
お
歌
所
長
門
人
）
及
び
近
世
碩
學
達
の
作
品
蒐
集
、
そ
の
偲
記
研
究
の
篤
學
、
大
阪
住
、

船
舶
業
の
平
是
業
人
森
繁
夫
氏
と

共
に
三
名
が
疲
起
人
と
な
り
、
入
江
子
、
佐
々
木
信
網
猿
及
び
山
田
氏
令
弟
、
貴
族
院
議
員
津
村
重
舎
翁
ら
有
志
百
六
十
名
ら
の
物
心
雨

面
の
賛
助
後
援
の
も
と
に
、
早
く
失
わ
れ
た
長
流
墓
に
代
え
て
、
長
流
の
學
弟
（
十
五
成
若
い
）
萬
葉
研
究
の
僧
契
沖
の
墓
の
あ
る
現
、

大
阪
市
天
王
寺
置
空
清
町
四
番
地
、
同
珠
庵
（
史
蹟
指
定
の
契
沖
庵
居
の
寺
、
並
び
に
墓
域
）
内
に
、
同
年
六
月
三
日
、
恰
か
も
長
流
二
百
四

十
年
紀
に
、
契
沖
墓
と
略
々
同
じ
規
模
で
、
墓
に
代
え
て
「
贈
正
五
位
下
河
盪
長
流
大
人
碑
」
の
一
基
が
完
成
し
、
併
せ
て
寺
の
門
前
、

左
側
の
契
沖
庵
居
及
び
墓
の
史
跡
指
定
の
標
石
に
倣
ひ
右
側
に
長
流
碑
の
石
標
を
建
て
た
こ
と
を
述
べ
た
。
同
日
盛
大
な
除
幕
披
露
法
要

が
勤
行
せ
ら
れ
た
。
営
時
の
寺
の
庵
主
は
喜
多
覺
隆
師
、
恰
か
も
、
現
契
信
庵
主
の
質
祖
父
あ
る

こ
の
法
要
に
は
、
兼
々
建
碑
に
一
方
な
ら
ず
闘
心
を
寄
せ
ら
れ
た
佐
々
木
翁
が
、
ワ
ザ
ワ
ザ
西
下
し
て
参
加
せ
ら
れ
、
且
っ
常
日
の
朝

日
新
聞
大
阪
版
、
「
一
日
一
文
」
の
題
下
に
六
、
七
段
に
わ
た
る
長
文
の
感
想
と
喜
び
を
寄
せ
ら
れ
た
。
全
文
は
本
誌
の
前
拙
文
に
の
せ

た
が
、
こ
の
文
を
讀
ま
れ
る
人
の
為
め
に
、
冒
頭
を
左
に
再
録
す
る
。

下
河
邊
長
流
大
人
の
没
後
、
二
百
四
十
年
に
常
る
の
で
、
そ

ぽ
く

の
焚
起
の
も
と
に
、
生
前
莫
逆
の
交
り
の
あ
っ
た
、
契
沖
阿
ジ
叫
梨
の
墓
と
並
ん

羽

倉

山
田
安
民
翁
（
ロ
ー
ト
製

敬

尚



ウ
み
'

仕
在

一
竿
i

岱
拓
さ
ぎ
｀
）
空
滑
含
｀
ら
砂
｝
打
叫
に
楼
危
内 鍔
極
印

長
流
居
士
」
一

基
は
閥
珠
庵
に
僻
存
し
て

れ
た
様
に
想
わ
れ
る
が
（
飯
牌
「
吟
斐

の
墓
域
に
、
契
沖
に
よ
っ
て
建
て
ら

住
し
た
妙
法
寺
が
あ
り
、
そ
の
飛
地

見
て
、
そ
の
地
に
は
學
弟
契
沖
の
在

墓
は
、
そ

の
大
今
里
で
あ
る
虚
か
ら

じ
得
な
い
。
思
う
に
こ
の
頭
初
の
建

先
蜜
に
劉
し
て
お
氣
ノ
毒
の
感
を
禁

て
ら
れ
て
あ
っ
た
の
は
、

こ,1
 

マ
コ
ト

（拙
筆
）

が
、
失
わ
れ
て
陵
分
永
年
そ
の
儘
捨

．
苓
正
五
竺
上
、
ふ
さ
な
、9
ぶ
が

砿

今
殷
し
て
な
し
」
と
あ
る
を
以
て
見
る
に
、
そ
の
腹
墓
と
な
っ
た
の
は

—• t 

下
河
辺
長
流
碑
の
修
復
再
建

（注
、
文
政
七
年
〔
一
八
二
四
〕
刊
、
毛
生
介
華
著
）
に
「
長
流
の
墓
は
玉

造
の
東
の
大
今
里
村
に
あ
る
由
、
葛
城
氏
の
筆
記
に
見
え
た
れ
ど
も
、

久
し
い
以
前
の
こ
と
で
、
大
正
四
年
、
今
上
帝
ご
即
位
に
際
し
、
そ
の

潰
功
を
追
賞
し
て
正
五
位
を
贈
ら
れ
た
が
、
之
を
告
ぐ
る
碑
も
無
く
子

孫
も
な
い
。
今
回
そ
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
事
は
、
賓
に
喜
ば
し
い
極
み

で
あ
る
。
以
下
略

と
、
箕
に
こ
の
通
り
で
、
永
い
間
、
タ
シ
カ
に
建
て
ら
れ
た
先
賢
の
墓

で
、
大
阪
東
高
津
圏
珠
庵
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
浪
華
人
物
誌

一四



下
河
辺
長
流
碑
の
修
復
再
建

年
六
十
九
歳
で
各
々
聾
幽
し
て
既
に
亡
く
、

唯
一

人
、

一五

ら
流
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
こ
の
大
正
末
年
の
折
角
の
再
建
碑
が
又
、
昭
和
戦
災
に
猛
火
を
か
ぶ
っ
て

無
滲
に
壊
破
し
た
の
で
あ
る
。
マ
サ
カ
故
籐
コ
ン
ナ
虞
に
わ
が
碑
を
立
て
る
な
と
の

示
唆
で
は
な
か
ろ
う
、
唯
、
門
前
の
標
石
は
幸
い
に
そ
の
儘
で
あ
る
。

八
年
九
十
二
船
錦
幽
）
は
、
西
下
の
機
に
、
訪
寺
展
墓
し
、
間
の
あ
た
り
、
こ

の
惨
朕

を
見
て
、
そ
の
感
慨
を
、
自
叙
の
陸
筆
「
作
歌
八
十
二
年
」
三
五
九
頁
に

長
流
翁
の
碑
は

い
た
ん
で
お
り
、
香
華
を
手
向
け
低
回
去
る
能
は
ざ
る
思
ひ
が
し

と
述
べ
て
お
る
。

八
十
四
歳
、

前
後
す
る
が
、
上
述
大
正
十
四
年
、
長
流
建
碑
の
後
、
星
想
既
に
移
り
、
常
年
の

稜
起
人
―
―
―
名
の
中
、
山
田
象
は
昭
和
十
八
年
四
月
、
七
十
五
歳
、
森
氏
は
同
二
十
五

生
残
の
余
の
み
馬
齢
を
積

み
、
余
喘
を
保

っ
て
、
亡
き
稜
起
人
二
兄
か
ら
暗
示
を
得
た
か
の
感
も
な
さ
れ
、
描

ら
ず
こ
れ
修
復
再
建
を
思
い
立
ち
、
先
づ
東
京
住
の
水
戸
人
矢
致
道
明
馨
伯
に
よ
っ
て
、
東
京
住
の
訛
記
、
故
父
君
経
螢
の
中
将
湯
薬
製

造
緻
承
の
津
村
翁
令
嗣
、
重
舎
氏
及
び
同
氏
を
通
じ
て
大
阪
住
の
安
民
綾
令
嗣
山
田
輝
雄
計
長
を
語
ら
ひ
、

應
分
の
寄
財
を
仰
ぎ
、
大
阪

で
は
頼
山
陽
、
祖
母
の
賓
家
で
、
先
代
に
有
賀
長
伯
門
の
高
弟
歌
人
彦
文
あ
り
、
従
っ
て
歌
人
業
績
に
深
い
開
心
を
持
つ

、
大
阪
住
法
曹

ど

う

<

人
、
道
工
隆
三
さ
ん
に
も
陰
の
支
援
を
受
け
、
そ
の
他
に
は
廣
＜
募
財
を
求
め
な
い
で
伏
見
稲
荷
住
の
石
材
商
石
駒
伊
藤
主
人
の
奉
仕
執

こ。t
 

J

え
て
昭
和
三
十
年
六
月
二
十
五
日
、

志
厚

い
佐
々
木
縁
（
同
三
十

お
る
と
聞
く
）
妙
法
寺
記
に
よ
る
と
、

ア
ノ
邊
は
度
々
洪
水
の
被
害
が
あ
る
由
だ
か



父
同
母
妹
）
で
、
父
は
三
好
一
路
、
勝
俊
初
め
名
は
秀
俊
、

江・し、 ，；`i＇と
.., I. - ..;_ 

） 、rヽ

下
河
辺
長
流
碑
の
修
復
再
建

業
に
よ
っ
て
、
今
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
、
遂
に
再
建
を
完
了
し
た
の
で
あ
る
。

長
流
の
一
般
行
歴
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
拙
文
中
に
随
分
く
わ
し
く
前
人
各
位
疲
表
を
羅
列
援
引
し
て
述
べ
た
か
ら
再
び
繰
り
返
さ
な

い
が
、
こ

の
再
興
の
機
に
二
三
僻
見
を
補
っ
て
お
く
、

そ
の
一
は
長
流
の
出
自
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

結
局
杏
と
し
て
知
ら
れ
て
お
ら
な
い
。
五
十
年
前
、
建
碑
の
前
、
稜
起
人
三
名

が
、
長
流
賓
家
の
稲
銃
、
小
崎
と
長
流
の
嗣

い
だ
母
の
質
家
下
河
邊
を
手
ガ

カ
リ
に
、
山
田
綾
案
内
東
道
で
、
翁
の
塾
地
を
殆
ん
ど
半
日

が
か
り
で
徒
歩
巡
査
し
た
、
確
か

に
小
崎
氏
に
は
二
三
出
く
わ
し
て
問
う
が
ュ

カ
リ
に
は
プ
チ
嘗
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
は
「
長
流
事
蹟

考
」

と
し
て
孔
版
拙
作
を
作
り
、
契
沖
及
び
長
流
全
集
編
集
の
佐
々
木
翁
に
提
送
し
た
。
全
集
に
は
書
名
だ
け
が
の
せ
ら
れ
て
お
る
。

長
流
が
豊
臣
の
族
、
木
下
勝
俊
入
道
長
喝
に
入
門
し
、
そ
の
歌
道
を
受
け
、
師
亡
き
後
、
そ
の
著
林
葉
累
塵
集
等
に
こ
の
先
師
の
遺
唱

を
多
く
加
え
お
さ
め
た
こ
と
、

更
に
長
流
、
大
阪
に
出
で
初
名
彦
六
、
具
平
を
修
し
て
、

初
め
長
龍
の
ち
長
流
と
稲
し
た
の
は
市
内
大
川

岸
に
卜
居
し
た
の
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
長
の
一
字
に
は
何
だ
か
先
師
と
の
縁
を
連
想
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
複
雑
乍
ら
木
下
長
叫
司
引
の
系
を
探
っ
て
見
る
。

彼
れ
は
太
閤
秀
吉
の
甥
即
ち
妹
の
子
で
、

刃
二
十
八
歳
）
の
同
母
弟
（
逆
算
す
る
と
秀
次
の
二
椒
弟
）
太
閤
秀
吉
の
母
が
筑
阿
源
に
嫁
し
て
生
れ
た
智
子
（
後
の
瑞
龍
院
日
秀
尼
秀
吉
の
異

後
の
闘
白
秀
次
（
文
緑
四
、
自

秀
吉
の
賓
弟
後
の
大
和
大
納
言
秀
長
（
天
正
十
九
年
若
死
）
の
養
子
と
な
り
、

北
若
沖

ぶ
¢
(
-

ーし
~
»

9
 
.
.
.
.
 9
 ..
 9

.

9
 

（
森
繁
夫
氏

「
名
家
筆
跡
考
」
）

一六



七
歳
で
比
隣
、

名
所
ノ
卯
ノ
花

太
閤
一
門
と
し
て
、
櫂
門
連
枝
の
一

家
を
艇
ぎ
文
緑
三
年
、

丹
後
ノ
國
、

一七

二
十
五
歳
、
若
狭
小
濱
に
封
ぜ
ら
れ
、
八
萬
石
余
を
領
知
、
左
近
衛
櫂
少
将

に
任
ぜ
ら
れ
た
、
こ
れ
よ
り
先
、
天
正
八
年
に
足
利
将
軍
家
世
臣
名
門
で
文
武
兼
備
の
稲
あ
る
細
川
藤
孝
後
の
琥
幽
齋
入
道
玄
旨
が
四
十

田
邊
城
（
現
舞
鶴
の
東
）
に
移
封
入
部
し
た
。
藤
孝
は
堂
上
歌
風
を
嗣
い
で
嘗
時
一
世
風
靡
の
名
歌
人
歌
集

衆
妙
集
あ
り
勝
俊
は
兵
馬
佗
忽
の
閑
、
こ

の
六
秩
の
老
歌
匠
藤
孝
に
歌
道
を
學
び
、
殆
ん
ど
そ
の
疸
奥
を
極
め
、
更
に
慶
長
九
年
に
は
中

ノ
院
素
然
通
勝
に
古
今
博
授
を
受
け
、
自
ら
は
そ
れ
ら
の
師
法
を
超
え
て
新
風
に
達
し
、
異
彩
を
得
る
に
至
っ
た
。

タ
さ
れ
ば
雲
吹
き
渡
る
山
風
に

一
墜
す
ご
く
雁
鳴
き
渡
る

唯
一
首
で
あ
る
が
、
堂
上
侮
授
の
薔
套
を
脱
し
た
讀
み
振
り
で
あ
る
。

し
如
久
ゲ
ふ
‘
刀

1
八
t
こ
/
／
ふ

ー
ゲ
ク
↓
ーー＼
し
＼
／
＼c
;
~
ク
1

ー
バ
ー
バ
芯
亨3

久
方
の
か
つ
ら
男
の
し
わ
ざ
と
や
、
月
も
て
か
こ
ふ
里
の
外
の
花
（
大
阪
岸
和
田
佐
佐
木
氏
「
心
の
故
里
」
よ
り
）

こ
の
木
下
勝
俊
即
ち
長
、
ソ
ョ
ウ
を
長
流
が
訪
う
た
の
は
正
保
四
年
、
長
流
は
若
年
二
十
三
歳
と
な
さ
れ
て
お
る
が
、
営
時
師
長

、
ソ
ョ
ー

は
既
に
老
い
、
そ
の
満
三
年
後
慶
安
三
年
、
六
月
、
八
十
一
歳
の
天
壽
に
て
終
わ
っ
て
お
る
。
そ
の
接
咳
は
ゴ
ク
短
い
が
、
盗
し
若
く
か

ら
そ
の
眺
名
を
仄
聞
し
、
あ
こ
が
れ
て
慕
っ
て
お
っ
た
の
で
、
こ

の
時
初
め
て
親
し
く
謂
わ
ば
面
接
の
科
第
を
通
り
、
種
々
の
懇
敦
を
獲
、

爾
後
、
長
流
は
終
生
忘
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
長
流
と
長
、
ソ
ョ
ー
と
の
歌
道
に
於
け
る
表
面
的
、
侮
承
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
長
流
は
そ
の
出
生
が
大
阪
に
近
い
大
和
ノ
國

龍
田
と
言
い
、
後
に
大
阪
に
出
た
こ
と
な
ど
、
こ

の
長
シ
ョ

ー
の
一
門
、
豊
臣
族
に
臣
事
闘
係
、
更
に
憶
測
す
れ
ば
ド
コ

か
に
血
縁
的
縁

由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
木
下
流
の
家
系
は
寛
政
重
修
家
譜
新
刊
本
、
第
十
八
冊
、
千
百
八
十
三
巻
に
出
で
、

下
河
辺
長
流
碑
の
修
復
再
建
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輪

下
河
辺
長
流
碑
の
修
復
再
建

勝
俊
は
そ
の
後
、
慶
長
五
年
の
開
ガ
原
後
同
十
九
年
に
蕉
節
を
持
し
、

為
め
に
六
寓
二
千
石
を
没
牧
さ
れ
、
入
京
し
初
め
洛
西
大
原
野
小

墜
山
に
後
に
東
山
墜
山
に
閑
居
し
削
記
の
通
り
八
十
一
の
天
壽
で
終
わ
っ
た
。
長
流
撰
の
茸
水
和
歌
集
中
に
木
下
知
房
の
出
詠
が
あ
る
が

主
膳
ノ
正
、
貞
隆
（
寛
永

系
譜
、
勝
俊
の
弟
、
利
房
が
あ
り
、
或
い
は
知
房
は
刊
本
読
り
で
同
人
と
も
思
わ
れ
る
、
前
、
拙
稿
既
述
の
如
く
長
流
の
生
家
小
崎
氏
は
、

大
和
小
泉
藩
主
、
片
桐
氏
に
仕
え
た
。
こ
の
片
桐
は
信
州
伊
奈
片
桐
の
出
自
、
源
姓
初
め
近
江
茂
井
長
政
に
後
、
秀
吉
に
蜀
し
、
有
名
な

賤
ガ
嶽
七
本
鎗
の
一
人
の
市
ノ
正
且
元
（
元
和
元
年
、
五
月
、
二
十
八
日
、
大
阪
落
城
直
後
病
死
五
十
九
歳）

の
弟
、

四
年
十
一
月
卒
）
の
男
、
初
名
、

貞
俊
の
ち
貞
昌
は
慶
長
十
年
生
れ
、

長
流
に
長
ず
る
十
八
歳
、

余
で
あ
る
が
、
京
東
山
の
知
恩
院
の
搬
張
改
築
の
普
請
奉
行
に
嘗
り
、
業
間
、
文
雅
に
僭
心
、
小
堀
、
金
森
、
松
花
堂
ら
と
雅
交
を
結
び
、

曇
9

x

,
'
f
i
~
’
.
,
＇
~

領
知
の
緑
額
は
蓮
減
し
て
一

寓
六
千
石

一八



蓉
聖
、
利
休
の
孫
弟
子
桑
山
宗
仙
に
茶
這
を
學
ん
で
奥
を
究
め
、
更
に
京
大
唸
寺
第
百
八
十
六
代
出
世
の
名
細
流
玉
舟
宗
瑶
に
参
輝
し
宗

闘
居
士
銚
を
受
け
、
寛
永
五
年
、
江
戸
に
出
府
、
柳
螢
秘
鹸
の
名
物
茶
器
を
鑑
し
特
軍
家
綱
に
点
茶
を
献
じ
遂
に
小
堀
の
後
塵
を
受
け
て

石
州
三
百
箇
條
」
を
呈
進
し
、
延
笠
元
年
十
一
月
、
六
十
九
歳
で
終
っ
た
。
こ
の
貞
昌
そ
の
石

将
軍
家
茶
這
師
範
に
推
さ
れ
、
有
名
な

ひ

見
ノ
守
を
援
い
て
石
州
流
茶
道
の
開
祖
家
で
あ
る
。

流
の
宣
家
、
小
崎
更
に
或
い
は
そ
の
母
の
下
河
濠
氏
も
、
こ
の
藩
士
家
で
な
か
ろ
う
か
、
近
世
和
歌
史
（
佐
々
木
信
綱
翁
著
）
に
は
、
下
河

邊
縫
殿
行
忠
の
、
安
藤
内
匠
為
賀
（
水
戸
光
閤
に
招
仕
の
年
山
為
箪
の
兄
）
あ
て
の
一
筆
札
を
あ
げ
、
為
賞
の
壽
薇
碑
に
よ
っ
て
、
そ
の
衰

が
下
河
淡
氏
で
あ
る
が
行
忠
は
長
流
よ
り
少
し
時
代
が
後
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
後
生
の
探
究
を
侯
つ
旨
、
解
説
に
附
記
さ
れ
て
あ
る

が
、
一
寸
調
べ
ら
れ
な
い
、
序
乍
ら
先
年
大
阪
の
高
校
勤
務
の
市
村
其
三
郎
敦
授
が
、
何
か
に
小
泉
藩
と
長
流
と
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も

の
を
見
た
記
憶
が
あ
り
、
偶
然
，
市
村
さ
ん
が
近
年
東
京
に
移
ら
れ
た
由
を
知
っ
た
の
で
、
電
話
で
伺
っ
た
が
氏
は
タ
シ
カ
に
常
時
小
泉

の
事
で
あ
っ
た
。

な
お
念
の
為
め
姓
氏
家
系
大
僻
典
に
よ
っ
て
稲
撃
、
下
河
邊
氏
を
桧
索
す
る
と
、
藤
原
秀
郷
流
で
下
総
ノ
國
葛
飾
郡
に
下
河
邊
の
庄
名

が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
出
た
一
族
が
上
京
し
、
源
平
時
代
・
源
氏
に
喝
し
、
平
治
物
語
に
下
河
透
籐
三
郎
の
名
が
出
て
お
り
、
源
平
盛
衰
記

に
は
藤
三
郎
行
親
あ
り
、
下
っ
て
室
町
時
代
に
管
領
上
杉
氏
に
馬
し
て
、
下
綿
ノ
國
古
河
域
を
占
媒
し
た
三
郎
朝
行
が
出
て
お
る
が
、
そ

類
か
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
乍
ら
知
ら
れ
な
い
。
次
の
一
首
を
あ
げ
て
お
く

下
河
辺
長
流
碑
の
修
復
再
建

又
、
長
流
選
集
の
庶
民
諸
家
の
歌
集
林
葉
累
塵
集
（
二
十
倦
）
に
は
、

一九

各
虞
に
小
崎
忠
秋
の
出
詠
が
見
ら
れ
る
、

あ
る
い
は
彼
れ
の
縁

の
後
の
結
び
つ
き
は
知
る
由
も
な
い
。

藩
の
故
老
、
南
繁
則
翁
か
ら
聞
知
し

こ
の
藩
主
、

い
だ
こ
と
は
あ
る
が
、
早
や
敷
十
年
の
昔
の
事
、
具
骸
的
の
史
賓
な
ど
は
記
憶
が
な
い
と

昭
（
元
腺
元
卒
）
か
と
さ
れ
だ
お
り
、

郁
ち
長
流
が
江
戸
下
向
し
だ
の
は
、

の
参
韻
に
図
従
し
た
の
で
あ
る
。
卯
ち
長

森
銑
三
さ
ん
に
よ
る
と
、

長
流
の
仕
え
た
の
は
、

時
代
か
ら
推
し
て
、

こ
の
一
族
庶
流
で
且
元
の
第
四
子
（
給
腺
三
千
石
）
又
七
郎
且



知
ら
れ
（
前
年
拙
文
）
正
に
近
世
大
阪
の
斯
道
草
わ
け
人
で
あ
る
。

長
流
の
著
作
に
見
ら
れ
る
言
説
は
、

下
河
辺
長
流
碑
の
修
復
再
建

春
の
野
に
わ
き
て
根
よ
け
に
見
し
草
は
女
郎
花
と
や
秋
は
朕
く
ら
ん

要
す
る
に
時
勢
の
菱
迂
、
戦
國
は
終
わ
っ
て
徳
川
時
代
、
前
代
の
武
繕
英
雄
の
成
敗
の
あ
と
に
は
、
例
え
ば
豊
臣
の
遺
臣
の
如
き
は
、

あ
る
い
は
節
を
屈
し
て
、
徳
川
氏
及
び
そ
の
傘
下
諸
家
に
仕
え
た
も
の
も
あ
る
が
、
田
野
に
隠
れ
て
靡
農
し
た
も
の
も
多
い
、
殊
に
近
畿

に
は
こ
の
豊
家
遺
臣
が
多
い
筈
で
あ
る
。
こ
の
中
、
屈
節
者
の
中
に
は
、
世
を
憚
っ
て
、
自
ら
も
仰
え
ず
、
他
に
も
語
ら
ず
、
遂
に
箕
侮

を
失
っ
た
者
が
随
分
多
い
、
管
見
、
手
近
な
虞
で
は
泉
北
の
菊
家
伏
屋
（
契
沖
蹄
寓
支
援
の
）
は
、
大
阪
籠
城
の
殉
節
飛
騨
ノ
守
一
安
で
、

一
安
以
後
、
高
階
姓
に
改
姓
、
有
名
な
安
井
遣
頓
抑
ち
土
木
工
業
家
で
、
秀
吉
に
仕
え
私
費
を
投
じ
道
頓
堀
を
開
サ
ク
し
、
又
、
大
阪
落

城
の
際
、
八
十
三
歳
で
殉
節
、
現
在
、
日
本
橋
畔
に
豊
碑
を
偲
え
て
お
る
哲
人
（
大
正
三
年
賠
従
五
位
）
の
如
き
、
そ
の
一
族
後
裔
某
は
そ
の

後
八
尾
市
久
賓
寺
の
私
塾
鱗
角
堂
を
建
て
て
お
る
、
郁
ち
種
々
の
責
證
人
物
が
管
見
に
も
拾
え
る
が
思
う
に
長
流
の
小
崎
、
下
河
邊
氏
も

恐
ら
く
左
様
な
謡
過
を
と
っ
た
一
族
で
、
そ
の
出
自
素
性
の
端
片
を
契
沖
そ
の
他
の
門
人
達
に
語
っ
た
か
知
ら
ぬ
が
、
系
統
な
い
片
鱗
談

で
、
契
沖
も
著
録
佗
惚
こ
れ
を
残
さ
ず
遂
に
長
流
の
代
、
小
泉
、
片
桐
氏
に
仕
え
た
以
外
く
わ
し
く
知
る
由
な
き
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
長
流
の
和
歌
と
班
學
更
に
そ
の
萬
葉
注
繹
に
つ
い
て
、
簡
約
記
し
て
お
く
。

長
流
が
近
世
、
大
阪
に
於
て
和
歌
を
以
て
多
く
の
有
名
無
名
人
を
訓
化
し
た
こ
と
は
、
偲
え
ら
れ
る
そ
の
門
人
の
頻
ブ
レ
に
よ
っ
て
も

賓
に
親
切
行
届
い
て
お
る
。
そ

の
著
綬
歌
林
良
材
集
等
の
如
き
謂
わ
ゆ
る
類
題
の
雷
記
を
見
る
に
、
室
町
期
成
行
し
た
和
歌
類
題
書
の
筆
域
を
撰
げ
て
、
彼
れ
は
名
所
そ

の
他
、
故
事
の
説
明
解
繹
を
加
筆
し
て
お
る
。
賀
に
長
流
の
特
色
學
殖
を
窺
え
る
も
の
で
、
こ
の
書
は
彼
れ
生
前
の
延
寮
五
年
刊
で
あ
る

が
、
後
世
の
文
政
元
年
、
新
歌
林
良
材
集
と
改
起
さ
れ
て
江
戸
須
原
ヤ
、
京
の
、
伏
見
ヤ
、
秋
田
ヤ
、
大
阪
の
河
内
ヤ
、
奈
良
ヤ
が
版
元

と
な
り
再
刊
さ
れ
て
お
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
訓
化
の
永
く
忘
ら
れ
ず
、
文
敦
に
益
し
た
現
賞
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

又
、
和
歌
秘
密
抄
の
目
を
も
獲
て
お
る
。
か
か
る
懇
切
丁
寧
に
よ
っ
て
大
阪
庶
民
に
多
く
の
門
弟
を
得
、
そ
れ
ら
の
援
助
推
學
に
よ
っ
て

か
、
彼
れ
の
著
述
は
歌
仙
抄
二
巻
（
萬
治
二
年
已
亥
八
月
下
旬
、
大
阪
、
宮
木
平
兵
衛
門
板
）
枕
詞
畑
明
抄
三
巻
（
寛
文
十
庚
戌
孟
春
吉
日
、
西
澤

題
、
女
郎
花

二
0



に
よ
り
、
世
に
廣
く
知
ら
れ
、
そ
れ
が
同
學
同
好
に
偲
え
ら
れ

太
兵
版
行
）
林
葉
累
塵
集
二
十
巻
美
濃
版
現
在
希
観
本
（
寛
文
十
庚
戌
暦
初
秋
吉
辰
）
上
刊
、
罪
水
和
歌
集
二
十
巻
、
こ
の
書
は
林
葉
の
後
集

の
如
く
、
勘
め
に
よ
っ
た
か
、
そ
の
九
年
後
、
延
喪
五
年
頃
に
刊
さ
れ
て
お
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
長
流
生
存
時
で
あ
る
。
常
時
の
出
版

は
他
か
ら
類
推
す
る
と
、
大
髄
百
部
前
後
位
、
有
名
な
洋
摺
書
の
如
き
は
、
門
人
の
豫
約
に
よ
っ
て
刷
板
し
た
様
で
、
ゴ
ク
少
な
い
二
三

十
部
位
の
様
で
あ
り
、
ダ
カ
ラ
今
日
仰
は
る
も
の
少
な
い
。
長
流
の
は
モ
ッ
ト
多
く
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
門
人
に
更
に
門
人
を
通
じ
多
く
限

ま
れ
た
様
で
、
そ
の
文
敦
典
益
の
功
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
少
し
掌
時
の
木
版
出
版
に
ふ
れ
る
が
、

ら
、
多
く
の
漢
籟
が
上
刊
せ
ら
れ
た
こ
と
は
袈
名
で
勅
版
に
は
日
本
紀
紳
代
巻
も
加
え
ら
れ
て
あ
る
が
、
そ
の
他
は
和
書
特
に
歌
書
で
は

漸
く
幕
府
連
歌
師
に
聘
せ
ら
れ
た
拾
穂
軒
北
村
季
吟
の
源
語
湖
月
抄
、
枕
春
曙
抄
の
上
刊
が
見
ら
れ
る
位
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
ば
、
何

の
肩
書
も
な
い
市
井
歌
人
の
長
流
著
録
の
叙
上
、
生
前
早
期
の
出
版
は
如
何
に
長
流
歌
風
が
好
學
の
庶
民
に
ゥ
ヶ
た
か
を
卜
知
せ
ら
れ
る
。

こ
の
歌
道
執
心
か
ら
勘
案
の
末
、
わ
が
國
和
歌
の
源
流
の
研
究
に
心
動
き
、
遂
に
萬
葉
集
研
究
に
質
に
粕
根
を
打
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

嘗
年
、
博
學
の
貝
原
益
軒
が
大
坂
の
好
學
四
書
や
加
助
郎
ち
五
井
持
軒
守
任
（
長
流
和
學
高
弟
）
に
贈
っ
た
欣
に

下
河
邊
長
流
老
猶
ご
堅
固
に
入
ら
せ
ら
れ
候
ヤ
、
足
下
に
も
萬
葉
ご
仰
授
な
さ
れ
候
は
ん
と
存
じ
候

と
あ
る
。
帥
ち
そ
の
名
、
殊
に
萬
葉
執
心
は
博
學
で
交
り
廣
か
っ
た
益
軒
に
も
知
ら
れ
て
お
っ
た
の
で
あ
る
。
益
軒
は
九
州
、
幅
岡
藩

儒
寛
齋
の
男
、
名
は
篤
信
、
長
流
よ
り
四
年
の
弟
で
あ
る
が
博
學
、
正
偲
四
、
八
十
五
の
天
壽
を
生
き
ぬ
き
、
そ
の
間
、
儒
書
の
苧

衛
生
敦
訓
書
、
各
地
の
地
誌
名
勝
記
、
置
に
充
棟
の
書
を
上
刊
し
、
殊
に
敦
訓
贔
、
養
生
訓
、
女
大
學
の
如
き
は
永
年
の
間
再
版
、

版
せ
ら
れ
て
お
る
。
謂
わ
ば
相
嘗
の
セ
ラ
ー
書
の
名
を
あ
げ
た
博
學
益
軒
の
耳
目
に
長
流
の
歌
書
の
上
刊
が
、
入
っ
て
お
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
要
す
る
に
歌
人
、
歌
學
者
長
流
の
學
名
は
そ
の
生
前
銃
に
そ
の

た
の
で
あ
る
。
全
集
解
説
の
長
流
仰
資
料
中
に
、
引
か
れ
て
お
る
後
世
の
和
學
鬼
オ
上
田
秋
成
の
「
萬
葉
集
會
詭
」
に

下
河
邊
長
流
の
管
見
抄
、
上
古
の
學
問
研
究
に
便
せ
し
始
め
也

と
あ
る
の
は
、
秋
成
が
ド
コ
か
で
常
時
未
刊
の
長
流
の

下
河
辺
長
流
碑
の
修
復
再
建

々

か
の
徳
川
初
期
襄
長
勅
版
の
板
行
か

を
見
、
こ
れ
を
贖
ん
で
、
長
流
の
歌
道
敦
授
は
こ
の
卓
説
を
口
授
し



敦
え
た
の
で
あ
ろ
う
と
感
嗅
し
た
宵
情
を
筆
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
長
流
の
萬
葉
研
究
が
、
遂
に
遠
く
名
君
水
戸
光
囲
の
聰
聴
に
入
り
、

萬
葉
注
繹
の
委
嘱
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

長
流
の
和
歌
が
明
治
以
後
弘
く
世
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
全
く
明
治
三
十
一
年
、
佐
佐
木
信
網
翁
（
営
年
二
十
七
椒
）
が
、
先
考
弘
網
の
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ク 花

逢
坂
は
道
ゆ
く
人
も
網
え
に
け
り
、
志
賀
の
山
越
花
に
な
る
よ
り

下
河
劫
長
流
碑
の
修
復
再
建

み
吉
野
の
た
か
木
の
楔
世
離
れ
て
、
濁
り
に
し
ま
ぬ
花
の

雉

み
狩
野
に
去
年
の
と
だ
ち
の
跡
と
へ
ば
、
衰
な
き
雉
子
の
整
ぞ
悲
し
き

鰈

雁

ク• 梅 ク

起
き
出
で
ば
騒
ぎ
や
す
る
と
鶯
の
、
腔
ゆ
ゑ
い
と
ゞ
朝
い
を
ぞ
す
る

難
波
江
の
玉
藻
の
床
に
ふ
す
鴨
も
、
浮
豚
さ
む
べ
き
梅
が
香
ぞ
す
る

梅
が
香
は
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ぬ
春
の
夜
に
、
た
が
な
ら
は
し
の
霞
む
月
影

ゆ
く
雁
を
送
る
と
す
れ
ど
天
つ
風
、
え
や
は
吹
き
折
る
青
柳
の
糸

鶯

の
整
す
る
方
は
折
ら
じ
と
て
、
う
す
く
や
か
：
る
春
の
あ
わ
雪

ノ

歌
梅
も
見
よ
楔
も
な
ら
へ
と
ば
か
り
に
、
ま
づ
散
り
そ
む
る
春
の

若

菜

ク 年
内
ノ
立
春

次
い
で
一
足
飛
び
で
あ
る
が
大
正
十
四
年
、
又
、
佐
佐
木
緑
の
監
修
、
大
阪
朝
日
新
聞
就
に
於
て
、
契
沖
全
集
刊
行
の
機
に
お
招
伴
の

中
學
時
代
余
は
、
先
批
の
勘
め
で
拙
筈
宅
に
住
ま
れ
だ
稲
荷
大
祉
大
貫
置
浦
宮
司
綾
に
和
歌
を
學
び
、
そ
の
雌
黄
添
削
を
受
け
、
お
蔭

で
成
長
後
、
腰
折
れ
を
作
り
自
ら
業
し
み
、
イ
サ
サ
カ
和
歌
の
巧
拙
良
否
を
知
り
得
る
ッ
モ
リ
、
以
下
自
分
な
り
に
長
流
の
作
を
そ
の
自

撰
歌
集
か
ら
選
出
し
羅
列
し
て
お
く
。
大
貫
翁
大
正
十
五
、
六
十
八
才
没
で
あ
る
。

あ
ら
は
に
は
ま
だ
立
ち
出
で
ず
年
の
内
は
、

今
日
い
か
に
定
め
て
聞
か
む
薦
の
、
今
年
の
初
音
こ
ぞ
の

河
上
に
洗
ふ
若
菜
の
籠
を
荒
み
、
も
る
を
拾
ふ
ぞ
摘
む
に
ま
さ
れ
る

形
で
、
長
流
全
集
の
併
刊
を
見
た
の
で
あ
る
。

撰
晩
花
和
歌
集
を
牧
載
さ
れ
た
の
が
喘
矢
で
あ
る
。

後
塵
を
追
う
て
、
績

二
冊
を
編
集
東
京
博
文
館
か
ら
疲
行
、
そ
の
第
一
冊
冒
頭
に
四
六
版
約
四
十
頁
を
以
て
長
流
の
自

の
霞
も
冬
籠
り
し
て

三



紅 雁

遠
き
つ
ら
は
只

ク

天
の
原
月
の
都
の
高
殿
は
、
夜
さ
へ
打
ち
日
さ
す
か
と
ぞ
見
る

ク

雲
も
な
く
な
ぎ
た
る
夜
半
の
風
の
上
に
、
月
は
あ
り
か
を
定
め
て
ぞ
す
む

筋
に
見
え
し
雁
の
、
近
づ
く
空
に
数
ぞ
わ
か
る
入

た
つ
を
だ
に
惜
し
と
い
ひ
け
む
唐
錦
、
野
山
に
捨
つ
る
秋
の
も
み
ぢ
葉

，，，， ク

秋

秋
も
秋
と
こ
ろ
も
所
廣
澤
の
、
池
の
も
中
に
す
め
る
月
影

て
る
月
も
秋
の
今
宵
の
名
取
川
、
数
さ
へ
見
ゆ
る
瀬
々
の
埋
木

月

百
千
鳥
さ
へ
づ
る
春
に
あ
ら
そ
は
で
、
迎
れ
て
ま
さ
る
時
烏
か
な

み
つ
潮
も
争
ひ
か
ね
て
流
る
め
り
、
堀
江
の
水
の
五
月
雨
の
頃

身
に
し
み
て
心
に
ぞ
し
む
涼
し
さ
に
、
悲
し
さ
た
ぐ
ふ
秋
の
初
風

せ
ば
衣
の
胸
あ
ひ
難
き
隙
間
よ
り
、
身
に
し
む
け
ふ
の
秋
の
初
風

夕
ま
ぐ
れ
野
山
の
虫
の
聾
々
は
、
日
ぐ
ら
し
に
こ
そ
催
さ
れ
け
れ

は
か
な
か
る
命
を
露
に
か
け
な
が
ら
、
名
の
み
千
鳥
の
ま
つ
虫
の
聾

闘
こ
え
て
打
出
の
濱
に
け
さ
見
れ
ば
、
近
江
は
霧
の
海
に
ぞ
あ
り
け
る

秋
の
水
天
の
川
よ
り
ま
づ
澄
み
て
、
洗
ふ
か
月
の
光
ま
さ
れ
る

霧 ク 虫 ク 立 夏
ノ

歌

袖

毎

に

扇

ば

か

り

の

動

き

っ

4

、
草
木
は
風
も
見
え
ぬ
頃
か
な

五

月

雨

ク 郭

公
去
年
の
夏
聞
き
も
ふ
る
さ
で
い
と
ゞ
し
く
、
今
年
待
た
る
入
時
鳥
か
な

残

花
夏
衣
な
ほ
山
寒
く
た
づ
ね
見
む
、
残
る
楔
の

あ
ふ
や
と

首

夏
卯
花
は
雪
と
見
ゆ
と
も
寒
か
ら
じ
、

い
ざ
夏
衣
う
す
く
た
ち
着
む

落

花
櫻
狩
雨
は
い
と
は
ぬ
木
の
も
と
に
、
う
た

下
河
逝
長
流
碑
の
修
復
再
建

る
花
の
嵐
よ

四



長
シ
ョ
ウ
師
を
後
瀬
山
こ
れ
よ
り
後
の
世
々
ふ
と
も
、
又
や
は
生
ひ
ん
椎
の
一
本

士

山

故

郷
遂
に
わ
が
き
て
も
麟
ら
ぬ
か
ら
錦
、
た
つ
田
や
何
の
故
郷
の
山

ク ク• 隣
家
ノ
紅
葉
（
契
沖
出
題
）

垣
こ
え
て
許
さ
ぬ
を
引
く
小
女
子
が
、
袂
の
色
に
似
た
る
も
み
ぢ
葉

霜
と
だ
に
ま
だ
一
夜
に
は
お
き
か
へ
ぬ
、
昨
日
の
露
や
け
さ
し
ぐ
る
ら
む

宮
木
野
の
木
の
下
草
に
冬
の
き
て
、
む
す
べ
る
霜
は
害
に
ま
さ
れ
り

霜
を
ふ
む
木
曾
の
か
け
橋
末
遂
に
、
氷
に
似
た
る
諏
訪
の
水
う
み

（
注
、
外
二
首
、
木
曾
路
の
詠
あ
り
、
江
戸
下
向
の
往
復
い
づ
れ
か
に
中
仙
道
を
通
れ
る
と
思
わ
れ
る
）

高
砂
の
尾
上
の
鐘
の

炭
釜
ノ
姻
織
、
ツ
（
契
沖
ノ
題
）

何
を
し
て
暮
れ
に
け
り
と
も
な
き
年
の
、
心
は
づ
か
し
慕
ひ
し
も
せ
ず

コ
ワ
タ

馬
は
あ
れ
ど
か
ち
よ
り
渡
る
木
幅
川
、
こ
は
誰
が
為
に
ぬ
る
こ
通
路

こ
し
方
は
更
に
も
い
は
じ
行
末
も
、
同
じ
夢
に
て
過
ぎ
ぬ
べ
き
世
を

和
薔
の
浦
に
い
た
ら
ぬ
ま
で
も
紀
の
國
や
、
心
な
ぐ
さ
の
の
葉

（
注
、
和
寄
ノ
浦
、
玉
ノ
島
に
和
奇
三
肺
〔
人
丸
加
う
〕
を
祭
る
、
名
草
は
紀
ノ
馴
の
郡
名
）

世
の
中
の
わ
た
ら
ひ
草
を
ふ
み
か
ら
し
、
山
路
の
蕨
い
つ
か
つ
ま
：
し

ふ
じ
の
ね
に
の
ぼ
り
て
見
れ
ば
天
地
は
、
ま
だ
い
く
程
も
別
れ
ざ
り
け
り

（
注
、
富
士
ノ
山
多
く
詠
ん
で
お
る
、
登
山
し
た
如
き
官
最
も
あ
る
）

の
修
復
再
建

述

懐
世
に
ふ
れ
ば
う
き
事
に
の
み
な
れ
衣
、

に
染
む
べ
か
り
け
る

無

常

ノ

心

懸

ノ

歌

歳

小
野
山
に
炭
や
く
賤
の
を
だ
ま
き
の
、
糸
に
姻
も
よ
ら
れ
て
ぞ
ゆ
く

の
後
に
、

ひ
ゞ
く
を
聞
け
ば
松
の

ク 氷

諏
訪
の
海
の
氷
の
上
に
荷
を
膝
み
て
、
馬
を
船
と
も
渡
す
頃
か
な

霜 初

欠
ニ

二
五
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七

同
敦
授
は
輻
井
縣
敦
賀
の
産
（
明
治
十
五
年
生
れ
）
父
君
謙
吉
翁
は
大
學
東
校
で
學
ば
れ
た
整
家
で
あ
る
が
教
授
五
歳
の
時
物
故
、
そ
の

長
男
で
京
都
三
高
か
ら
東
大
に
學
び
、
國
文
學
の
大
宗
、
上
田
萬
年
翁
に
學
び
、
永
年
そ
の
研
究
室
に
て
言
語
音
韻
の
學
を
修
め
、
そ
の

學
殖
斬
然
頭
角
を
抜
き
、
専
攻
部
門
の
外
、
大
正
五
年
よ
り
約
十
年
間
、
東
大
の
闊
命
に
よ
り
萬
葉
集
校
訂
に
嘗
た
り
、
又
學
術
振
興
會

か
ら
萬
葉
集
英
闘
を
嘱
せ
ら
れ
た
、
そ
の
間
、
佐
佐
木
翁
ら
と
共
に
前
記
、
契
沖
、
長
流
全
集
編
集
に
嘗
ら
れ
た
。
か
く
て
、
緒
余
、
研

橋
本
敦
授
の
長
流
研
究
は
頗
る
置
摯
、
凡
て
肯
緊
に
中
し
た
観
が
あ
る
。
こ
れ
を
例
え
ば
長
流
の
力
著
、
萬
葉
管
見
二
十
巻
は
教
授
の

苦
辛
に
よ
っ
て
始
め
て
、
そ
の
糀
緻
の
全
貌
が
突
き
止
め
ら
れ
、
紹
介
さ
れ
、
そ
の
他
に
も
長
流
著
書
に
つ
い
て
の
基
盤
が
確
定
し
た
も

の
多
く
、
そ
れ
ら
の
結
晶
が
遂
に
長
流
全
集
の
作
集
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
の
網
過
に
つ
い
て
は
、
國
語
と
國
文
學
、
國

學
院
雑
誌
、
東
亜
ノ
光
、
自
然
、
心
の
花
な
ど
の
詰
誌
に
被
表
さ
れ
て
お
る
。
そ
の
中
で
私
が
特
に
注
目
、
敬
讀
し
た
の
は

一
、
管
見
（
萬
葉
集
）
の
説
は
、
従
来
（
注
、
そ
の
時
代
ま
で
）
の
に
負
う
虐
多
し
と
雖
、
更
に
一
歩
を
進
め
て
、

加
え
た
こ
と
は
、
長
流
が
、
こ
の
書
を
管
見
と
名
づ
け
た
こ
と
、
又
、
萬
葉
集
名
寄
（
長
流
著
四
巻
、
集
中
の
名
所
そ
の
他
の
考
證
）
の

「
僻
案
の
注
繹
を
さ
へ
所
々
に
書
き
つ
け
侍
り
ぬ
」
と
言
え
る
事
、

人
の
證
に
私
の
意
を
加
へ
」
管
見
抄
等
を
著
述
せ
り
と
言
え
る
事
等
に
よ
っ
て
推
測
し
得
べ
き
の
み
な
ら
ず
、
管
見
の
説
が
、
古
来

の
注
抄
を
集
め
て
大
成
せ
る
拾
穂
抄
（
注
、
北
村
季
吟
の
萬
葉
注
詞
）
に
引
用
せ
ら
れ
た
る
こ
と
と
、

る
も
の
あ
る
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
り
と
す
、

著
者
獨
創
の
見
を

と
、
郎
ち
長
流
獨
創
の
見
多
き
こ
と
を
述
べ
、
ま
た
長
流
が
古
歌
の
解
繹
に
、
非
凡
の
識
見
を
有
し
た
る
こ
と
は
、
歌
仙
抄
、
百
人

一
首
三
奥
抄
（
注
、
何
れ
も
長
流
著
）
な
ど
を
頸
め
る
も
の
の
等
し
く
認
む
る
虐
、
こ
の
彼
れ
の
管
見
に
於
て
も
、
そ
の
説
多
く
は
妥

常
に
し
て
古
来
の
諸
諒
の
可
否
を
判
断
し
て
謬
ら
ず
、
虞
々
自
己
の
創
案
を
出
し
て
、
よ
く
常
を
失
わ
ざ
り
し
を
見
る
。
中
略
…
…

序
に
、

下
河
邊
長
流
碑
の
修
復
再
建

他
書
に
出
虞
を
認
む
る
能
わ
ざ

更
に
似
閑
（
今
井
）
の
代
匠
記
の
序
に
、

長
流
が
「
古

究
が
延
轄
し
て
長
流
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

長
流
を
最
も
深
く
そ
し
て
細
密
に
研
究
さ
れ
た
の
は
、
東
大
の

故
橋
本
進
吉
敦
授
で
あ
る
。
昭
和
廿
年
六
四
才
没
。



下
河
邊
長
流
碑
の
修
復
再
建

常
時
に
於
て
は
最
も
進
歩
し
た
る
も
の
と
言
う
を
憚
ら
ず
、
契
沖
が
萬
葉
解
繹
を
試
む
る
に
常
た
り
、
此
害
（
長
流
の
「
管
見
」
）
を

以
て
底
本
と
な
せ
し
は
、
洵
に
嘗
を
得
た
り
と
謂
う
べ
し
（
國
學
院
雑
誌
）
更
に
ま
た
、

雑
誌

「
自
然
」
に
、

管
見
に
つ
い
て
殆
ん

ど
結
論
的
に

こ
ー
ー
、合
、
う
't
白丁む
I
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碑
の
照
覧
を
請
う
こ
と
頗
る
切
で
あ
る
。

さ
さ
ぐ
（
注
、
代
匠
記
の
匠
は
十
五
年
々
長
の
長
流
を
指
し
て
お
る
）
契
沖
は
宜
に
雅
批
の
善
人
で
、
亡
き
師
友
の
長
流
を
立
て
て
お
る
、
さ
さ
ぐ

こ
れ
ら
の
説
明
は
決
し
て
後
人
の
契
沖
の
學
的
債
値
を
低
減
す
る
も
の
で
な
く
、
ム
シ
ロ
却
っ
て
そ
の
置
相
を
侮
え
、
而
し
て
亡
き
長

流
の
遺
業
を
明
白
に
し
て
、
そ
し
て
契
沖
自
ら
の
大
成
し
た
考
證
と
の
限
界
を
明
示
し
仰
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

這
回
、
長
流
碑
の
修
復
再
建
に
際
し
て
、
私
は
こ
の
冗
文
を
記
し
て
、

年
夏
休
み
余
の
箔
荷
落
宅
に
来
訪
し
、

い
さ
さ
か
前
賢
各
位
が
碩
學
、
長
流
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
披

握
し
た
の
で
あ
る
。
終
り
に
な
お
、
こ
の
度
の
長
流
碑
の
再
興
に
つ
い
て
は
、
故
佐
佐
木
翁
の
女
婿
で
あ
り
、
永
年
契
沖
研
究
に
執
心
し

た
盟
友
、
久
松
潜
一
さ
ん
に
は
兼
ね
兼
ね
話
し
、
若
し
着
手
賀
現
の
節
に
は
携
手
相
語
ら
う
筈
で
あ
っ
た
が
、
氏
は
余
よ
り
五
年
若
い
身

で
、
今
年
三
月
、
先
ん
じ
た
。
マ
コ
ト
に
残
念
で
あ
る
。
思
え
は
五
十
数
年
前
、
大
正
年
中
、
抑
ち
氏
は
學
生
時
代
、
二
三
年
績
け
て
毎

一
年
は
、
大
阪
に
行
を
共
に
し
た
記
憶
が
あ
る
、
在
天
の

下
河
辺
長
流
碑
の
修
復
再
建

は
水
戸
へ
呈
進
し
た
こ
と
（
長
流
の
辿
縦
を
う
け
て
）

長
流
が
ま
だ
い
と
若
か
り
し
時
、
か
た
ば
か
り
記
し
お
け
る
に
、

あ
る
。
ま
た
契
沖
は
代
匠
記
序
に
（
初
稿
）

九

に
、
こ
の
際
の
修
復
再
興
の
長
流

お
の
が
愚
か
な
る
心
を
添
え
て
萬
乖
荒
以
匹
記
と
名
づ
:
5ピ
J

れ
を

前
略
代
匠
記
初
稿
本
の
中
に
「
管
見
」
の
文
と
一
致
す
る
個
虞
が
至
る
所
に
疲
見
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
契
沖
は
管
見
を
土
豪
と

し
て
、
こ
れ
に
例
證
を
加
え
、
私
見
を
添
え
て
代
匠
記
を
作
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
管
見
は
賓
に
、
江
戸
時
代

に
起
こ
っ
た
萬
葉
集
の
新
注
繹
の
源
泉
と
し
て
、
萬
葉
研
究
史
上
、
重
要
な
る
位
置
を
占
む
べ
き
も
の
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
の
で




